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配置計画⽐較表 S=1/2500

建物配置イメージ図（2022年9⽉12⽇第4回基本計画検討会振り返り ※⼀部抜粋） 資料3-３

A-１案 A-２案

：建物への
　出⼊⼝

：敷地への
　出⼊⼝

【凡例】

・150mトラック

【共通】

・50m直線路

・学校専用エリアと開放エリアのゾーニングが明確であり、⽇々の管理がしやすい
・学校専用エリアと開放エリアのゾーニングが明確であり、児童が過ごしやすいと感じる
・外部で使う物品は外部倉庫で対応できるならよい（体育館の位置）
・校庭が広く確保できるため良い
・校庭が広く、花壇や畑のスペースを確保しやすいため良い

：開放エリア

・南側道路に⾯して児童出⼊⼝と地域・⾞両出⼊⼝が同じ位置に並んでいるのは、安全上
よくない
・⾞両出⼊⼝は南側道路に⾯して無い方が安全であり、校庭⾯積も広く確保できる
・地域・⾞両出⼊⼝は、北側と南側に２箇所必要なのか
・学校専用エリアと開放エリアのゾーニングは明確にしたい

・プールは開放利用の対象とするのか

・5階に配置すると動線が⻑く、利用しづらいのではないか
・学童は1階に配置するほうがよい
・学童は保護者の送迎を考慮すると、門からの動線が短い配置が望ましい
・地域・⾞両出⼊⼝（駐⾞場）から体育館への距離が少し遠い
・体育館から校庭までのスムーズな動線があるとよい

よいところ

気になるところ

共通・その他

・校舎の耐用年数は何年を想定しているのか
→80年を想定している（メンテナンス改修は⾏う）
・⼦どもたちのためにもプールは残してほしい
→今後、町⽥市で方針を検討する
・5階にプールを設置すると⽔を圧送する負担が大きいと思われるが、体育館の地下に
   プールを設置する案はないのか
→⽇光による⽔温の上昇がなく、温⽔としなければならないため難しいと考える
また、地下⼯事は⼯事費が増大してしまう
・プールを設置しない場合は、防⽕⽔槽はどのように整備するのか
→地下ピットに設けること等が考えられる。

・体育館は2階に配置すると、その1階部分に有効に諸室を配置できるのではないか
・体育館は2階に格技場等があるような計画でもよいのではないか
→⽇影規制、斜線制限のため体育館については、A-2案は複層化できない
また、A-1案は近隣への圧迫感等の影響に考慮が必要
・普通教室が2階以上の配置となり、植物の世話等を校庭で⾏う機会が減ってしまうのではな
いか
給⾷室等の1階に配置している⾯積が大きい諸室を2階にも分散配置して、1階に普通教室を
配置する⼯夫はできないか
→普通教室は2階以上からでも、校庭までの動線を極⼒短くする⼯夫は可能と考える
給⾷室はフロアを分散すると効率が悪くなるため、1階にまとめるほうが適切と考える
・植物の世話のしやすさ等のため、2階にテラスを設けてもよいのではないか
→テラスやデッキの設置は安全性の配慮が必要

（プールを5階に配置）（体育館を校庭側に配置）
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・体育館と校庭が近接している配置のため、災害時の防災物資の運搬や避難所としての使用
がしやすい
・体育の授業や運動会等の際に、体育館の器具庫から校庭へ物品の持ち運びがしやすい


